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どのような有害物質が発生しているかが不明な災害現場において、安全かつ速やかに有害物質

を検知・識別することは、除染作業、負傷者への治療、二次被害の拡大を防ぐ点から非常に重要

である。携帯型の検知・分析機器も登場しているが、現場でのサンプリングが必要であり、作業

員の安全を確保するためには、数十 m程度離れた位置からの測定が求められている。そこで、対

象物質の電子遷移吸収帯と一致した波長のレーザー光を用いることでラマン散乱光が著しく増大

する共鳴ラマン効果に着目し、共鳴ラマンライダーによる大気中微量有害物質遠隔計測技術の開

発を開始した。レーザー波長を測定対象の吸収帯に一致させる共鳴ラマン測定では、レーザーの

発振線幅に共鳴ラマン信号強度が依存することが予想される。本報告では、深紫外波長可変 Ti:S

レーザーにエタロンを挿入し、発振線幅を変化させた場合の共鳴ラマン散乱測定結果について報

告する。 

Fig. 1(a)に波長可変Ti:Sレーザーの SO2の共鳴ラマンスペクトルを示す。基本波 868 nmから SO2

の吸収帯がある第 4高調波 217 nmへ波長変換した。エタロンあり、なしでの発振線幅は 868 nm

でそれぞれ、<5 pm、55 pmである。Fig. 1(b)はエタロンあり・なしで測定した 2279 cm-1の SO2の

共鳴ラマン信号強度である。ラマン信号強度はパルスエネルギーと線形性を示していることから、

本実験で用いた深紫外波長可変 Ti:Sレーザーでは、もともと発振線幅が狭いため、エタロンを入

れても共鳴ラマンのスペクトル強度が大きくなる傾向はないことがわかった。 
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Fig.1 (a)Resonance Raman spectra of SO2 gas using a tunable ultraviolet laser system and (b) the resonance 

Raman signal intensity as a function of a pulse energy. 
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